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へき複連の活動や要望について 

 

 

 

 今年度、全道の研究大会は，第 65 回 全道へき地複式教育研究大会渡島大会、９月

27，28 日の二日間，参加者 640 名を得て盛会に終えることが出来た。また、第 66 回

全道へき地複式教育研究大会釧路プレ大会も９月 23 日、360 名の参加者を得て、無事

に終えている。 

 平成２９年度活動予定であるが、今年度の釧路プレ大会が、第 66 回全道へき地複式

教育研究大会釧路大会と本大会になる。プレ研究大会は、平成 29 年 9 月 29 日に後志

プレ大会を行う予定である。このように、授業研究するところは、プレ大会、本大会と

2 年間継続して研究を行っている。 

要望活動として、全国へき地教育研究連盟と連携しながら，道小をはじめ関係機関

の協力を得て，文科省、道教委等への働き掛け、要望活動を行ってきた。今年度、北海

道文教施策・予算策定に関する要望書に、「へき地・複式校、小中併置校、小規模校に

おける条件整備について図られたい」という要望を入れていただいたことに、感謝申し

上げる。また、文教施策懇談会・各課懇談会での提言の場をいただいたことは、直接、

道へき・複連の実情を知っていただける良い機会となり、大きな成果であった。参加者

の方からも、質問や要望等で後押ししていただける場面もあり、大変充実したありが

たい場となった。ご支援いただいた皆様に感謝申し上げる。 

最後に、各地区で、校長会の折にでも地区のへき地複式教育の活動紹介の場の設置

や未加盟の学校への働き掛けをいただけるとありがたい。今後もよろしくお願い申し

あげる。 

 






